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1.はじめに

平成14年度から,小・中学校では新教育課程が実施

される。今回の改訂の主眼は, 「ゆとり」の中で自ら

学び自ら考える力などの「生きる力」の育成を基本と

している。これは,平成8年の中央教育審議会第一次

答申において提唱されたものであるが,児童生徒の生

活環境の著しい変化をもたらす新しい時代の到来に対

応した教育の主眼といえよう。

元来人間は「生きる」ために文化を産みだし,その

文化を伝承し蓄積することによって,自然環境から決

別して,より豊かで快適な人工環境を形成してきた。

歴史が示すように,島国の日本においては,石器曙代

から大陸との交渉を持ちながら,比較的独自の文化を

形成してきた。先進国といわれるようになった現在,

グローバルな地球諸問題と未来の国民を視野におきな

がら,どのような文化システムを築いていくべきかと

いう課題は,今を生きる市民一人一人の重要な実践的

課題である。

ところが,最近の急激な社会変化は,生活を多様化

させ,必ずしも自明なものでなくなってきている。特

に家庭科は,家庭を中心とした生活についての認識と

実践的能力を育てる教科である。文化システムの基底

となる生活文化は,家庭科の学習内容を構成している。

高等学校「家庭総合」では,従来の衣食住の生活を,

生活文化と総称しているが,定義はされていない。生

活文化は,従来は家庭生活にて伝承されており,具体

的な場面で模倣や伝達により学習が行われている。そ

のため,家庭・地域・民族に固有な生活文化が伝承さ

れている。その背景には,地理的・気候的・歴史的・

人間的な合理的な科学性に裏打ちされていることも多

く認められる。

高度経済成長期を経て,消費経済の担い手となった

児童生徒にとって,生活は意識されない事象となって

きた。ましてや,生活文化を家庭で伝承されていると

いう意識は薄い。
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今日では,もともと家庭内で行われていた生活諸般

において,利便性の追求や社会化,商品化が急速に進

行している。また,情報化の進行も著しく氾濫してい

るが,総合的な情報は少なく大半は断片的で誇張され

たものが多い。さらに,家族の生活リズムも個人の生

活が優先され,個々の生活時間のずれによって家族の

コミュニケーションは不足している。

こうした状況下では,物事の原理・原点・原型の知

識は欠如し,昔ながらの知恵の生かされた生活文化の

伝承は行われ難い。将来の生活のあり方や価値観,主

体的な生き方の素地が培われる大切な時期に当たる小

中学生が,この状況をごく当たり前と受け止め,生活

体験不足のまま大人になることは,生活の自立及び家

族のみならず他者との人間関係において多くの問題を

残すことになるであろう。

そこで,本研究では,文化の伝承を食生活文化を中

心に検討し,次いで家庭科における課題学習の指導方

法によって授業実践を行う。対象は小学校5年生,中

学校1年生および中学校2年生である。この授業実践

によって,子ども達は,生活文化を受け継ぐ機会を得

ることにより,家族の一員としての自覚のもとに,役

割分担を果たしながら生活体験をすることを意図して

いる。そこでは,どのように家族とのコミュニケーショ

ンを深め,どのような生活文化の伝承が行われるかに

ついて探究し,それが「生きる力」となることについ

て検討する。

2.課題学習における生活文化の伝承

「文化」という言葉には多くの定義が試みられてい

る。広辞苑の定義やいくつかの成書などを参考にする

と, 「文化とは人間が自然に手を加えて形成してきた

物質と精神における成果であって,人間の生活を形作っ

ている様式とその内容,具体的には技術,学問,芸術,

倫理,信仰,政治,風習などの諸事象すべてを含むも

の」となる。即ち, 「生活とは文化の基礎の上に実践
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される人間の営みすべて」を意味し, 「生活は文化で

ある」ということができる。このように生活そのもの

を一種の「文化」として捉えようとする考え方は,文

化人類学の台頭などを背景に,二十世紀の中頃から急

速に発達した。

ところで,典型的な生活文化として私達の頭に想起

されるものは,日常的な生活よりはむしろ,お正月,

成人式,お祭りなどの行事や,それに関わる料理,道

具,衣装のような,コトやモノである。これらは日常

的な事象とは異なり,歴史的価値や美的価値に代表さ

れるようなある価値を持つと誰でもが認めるものであ

る。一方日常茶飯事には身近すぎてどのような価値が

あるかが分かりにくい。しかし,日常生活が自分の健

康や活動にとってどれだけの価値があり,人間が平穏

無事に暮らすために,営々と積み重ねてきた努力の結

果として今の生活が存在することが感得できた時,か

けがえのないものとして日常生活を慈しみ,よりよく

暮らそうという意識が鮮明となって,過去から現在,

さらに未来-と連綿と続く生活こそ, 「文化」と認識

できるようになる。このような認識への入り口として,

家庭科における生活文化を考える意義は大きい。

生活は種々の要素で成り立っているが,これを食生

活文化,衣生活文化,住生活文化,保育の文化のよう

に捉えることができる。それぞれの生活文化はその分

野固有の側面を持つと同時に,人間の生活という点で

共通基盤を持ち,相互作用と関連性を有している。従っ

て食生活文化を中心に取り扱った場合にも,他の生活

文化との関係を視野に入れ,生活総体としての家庭に

おける暮らし方の理解を助けるような授業の組立が必

要になるであろう。

日本における食生活は特にこの100年ほどの間に大

きく変容し,今なお変化し続けている。科学技術の発

達は多様な食品を生み出し,食の社会化が進展した結

果として家庭における食事の場の意味を大きく変化さ

せた。もはや30年前の食生活に関する知識や情報は実

生活上まったく役に立たないと考える人がいても不思

議ではない。しかし,人間の味覚や食べ物に対する価

値観は表面上の変化に比べると,わずかしか変わって

いない。これは人間の生理的側面はあまり大きくは変

化していないこと,食生活に関する基本的な文化が家

庭内で無意識に伝達されることに依ると考えられる。

一度身につけた文化はモノのレベルでは比較的簡単に

変化するが,日常経験などから学んだ文字化されにく

い習慣や価値観のレベルでは,むしろそれを維持しよ

うとする方向性が強いと考えられる。家庭における食

生活文化の伝承は,このような文字化されにくい,従っ

て他者に説明することの難しい,重ねて言えば,経験

によって何となく感じ取り,自分の中に無意識に習慣

化される側面を持っている。家庭生活の価値が見えに

くい状況下にあっては,このような無意識の伝承部分

を含めて生活文化或いは食生活文化を考える視点が課

題学習においても重要となるであろう。

そこで,小学校,中学校の児童生徒を対象に,課題

学習として授業実践を試み,実態と課題を明らかにした。

3.小学校の授業「家庭の仕事に取り組もう③」

1)実施計画と方法

「家庭の仕事に取り組もう①」は4, 5月に実施し

た。家族の一員としての自分の役割を考えた後,家族

と話し合って自分の仕事を決め, 2週間の記録期間を

定めて仕事を実行する。この時期は家庭科学習のスター

ト時期でもあり,子どもたちはかなりの意欲を持って

家庭の仕事に取り組む。通学時問も長く,帰宅後も学

習塾や習い事に通う本校の子どもの実態を考えると,

過剰と思える計画を立てる場合も少なくないほどであ

る。 「家庭の祉事の取り組もう②」は,夏休みをはさ

んでの実施である。配膳や食器の片付け,洗濯物の取

り込み,ゴミ捨てなどのように,できるだけ毎日継続

的にできる仕事の他,墓参りなどのお盆の行事の手伝

いを積極的にするように呼びかけた。 9月の最初の授

業で,仕事の記録表をもとにお互いに気付きや反省を

発表し合い,家庭の仕事への参加意識を高めてきた。

本題材の「家庭の仕事に取り組もう③」は,冬休み

をはさんでの取り組みである。年末年始を含む冬休み

は,単に日常に比べて家庭の仕事が多いというだけで

なく,伝統的な家内行事が行われる時期でもある。古

くから伝承されてきた日本の伝統文化をそのまま家庭

に取り入れているものもあれば,曾祖父母から祖父母

へ,祖父母から父母へと伝えられた,その家代々のも

のや,伝承されていく中でその時々の知恵や技が加わっ

て今に受け継がれたものもある。それらの中には,文

字に記されて伝えられたものもあるが,家族の生活の

中で見たり聞いたり触れたりしながら体験的に伝えら

れていくものが多いと考える。子どもたちが意識的に

それらの生活場面を捉え,興味を持ち,家族から話を

聞いたり家族と一緒になって活動することは,家族の

コミュニケーションを深めるとともに,家族の生活文

化を体験的に理解することにつながると考える。また,

体験したことを文字や言葉で表現し交流していく活動

は,お互いの課題意識を明確にし,探求活動を活発に

することに有効に働くと思われる。

冬休みに家庭の仕事をしようという大まかな課題は,

教師と子どもが一緒に決定し,何を個人の課題とする

かは,子ども一人一人が自分の興味関心や生活実態に
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応じて決定することとした。

本題材の目標と指導計画は以下の通りである。

○題材の目標

・年末年始に行われる家庭の仕事に取り組み,家族

の一員としての役目を果たす。

・家族の仕事の様子を見たり話を聞いたりしながら,

昔ながらの方法を知りその良さに気付くとともに,

自分でも試してみる。

・わかったことや気付きを文字や言葉で表現できる。

○指導計画

・年末年始の仕事選び

仕事の計画

仕事の実行と新聞作り

新開発表と意見交流会

0.5時間

0.5時間

冬休み

1時間

2)授業の結果と考察

(1)課題の設定と調べ活動

仕事を選ぶ前に,まず, 4, 5月に行った仕事や夏

休みに行った仕事,現在も行っている仕事ついて発表

し合わせた。 4, 5月の学習以降,現在も続けて仕事

を受け持っていると答えた子どもは, 「毎日」と「と

きどき」を合わせると,半数を超えた。そのうちの約

2割の子どもは,母親と一緒に食事の支度をするとか,

アイロンをかけるなどの内容であったが, 8割の子ど

もは,新間取り,牛乳取り,犬の散歩をはじめとした

ペットの壮語,自分の部屋の片付けなど,短時間で機

械的にこなせる仕事がほとんどであった。

そこで,冬休みの問は,毎日継続してする仕事でな

くてもよいから,何か一つにこだわって,体験ととも

にその手順やコツについて詳しく研究することを教師

から提案した。例として「網戸の掃除徹底研究」 「黒

豆の作り方」などを挙げると,子どもたちは積極的に

賛成し,自分の課題探しをはじめた。自分の興味を引

くもので,かつ,家族の仕事の援助にもなり役立つ事

柄を見つけるために,最終的には家族と相談して決定

することとした。家族の希望は1位窓ふき, 2位自分

の部屋の掃除, 3位風呂掃除という結果に見られるよ

うに,掃除に関するものが多かったが,子どもたちは

料理作りに関心が強い傾向が見られた。

子どもたちが選んだ課題は,以下のようなものであ

り,新聞の題名として発表された。

おせち料理大解剖　おせち料理の飾り切り　もち新

聞　おせち作り　我が家の雑煮新聞　おせち料理の

ひみつ　日本のお正月　鏡餅新聞　数の子について

お正月のQ&A　日本食通倶楽部　お正月のならわ

し　大そうじのウラワザ研究　整理整頓のしかた

窓ふきそうじ　網戸のそうじ方法　洗濯新聞　小学

生正月準備新聞　障子のはりかえ　ぼくのやった大

そうじ

(2)発表と意見交流

ほとんどの新聞は,大変よく書き込まれており,完

成度が高かった。自分の発表で持ち時間を超えて熱っ

ぽく説明する子どもが多く,子ども自身の満足度が高

いことがうかがえた。興味をもって新聞作りに取り組

めたことが推察された。

最も話題をよび話し合いが活発であった記事は,自

分が体験したことの説明や実物の写真部分であった。

記事の種類からいうと,おせち料理に関するものが最

も多く,おせちの言葉の由来や,一つ一つの料理に込

められた願いが丁寧に調べられ,記述されていた。こ

のような新しい知識は子どもたちの興味を引き,反応

も大きかった。しかし,それらの記事はどの新聞にも

共通する内容であるため,一度発表されると,次から

は詳しく説明する必要がなくなり,子どもたちの関心

も持続されなかった。それに対して,自分が作った料

理の説明や,我が家のおせちの説明をする者は,意気

揚々としており,聞く側も自分の家の料理と比べたり,

発表者の料理手順の説明に対して自分のアドバイスを

加えたりと,交流に熱が入った。例えば, 「田作りを

作ったけれど意外と簡単にできた」と言えば, 「本当

にそれだけでいいならぼくにもできそう。」 「気をつけ

ることは何。」というような意見の応酬がごく自然に

なされた。障子のはりかえに関しても, 「店で売って

いるのりを使わないで,手作りののりを使うことがコ

ツ。」と言う発言は注目された。自分が見たり聞いた

り触れたりして体験したことに関しては,相手に訴え

る言葉にも説得力があり,活発な意見交流を生みやす

いことが考察された。

(3)新聞作り

すでに触れてきたように,新聞にはお正月のモノや

コトを中心に,多様な生活文化に関する知識や知恵,

技術や技能およびしきたりや慣習などがみられた。そ

の中から,事例として資料1のようなものが作成,発

表されたことを示す。

3) 「生きる力」からの考察

「生きる力」とは,生活する上で直面するさまざま

な場面において,その時々の状況を判断し適切な方法

で対処できる力,あるいは生きて働く力と言い換える

こともできる。知識や技術を持っていても,それを適

切に使うことができなければ,生きる力を身に付けた

ことにはならない。身に付けた知識や技術が,自分の

生活とどのように切り結ばれるのか,自分の生活との

関連で捉えてこそ,知識や技術は生きてくる。
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資料1児童が作成した新聞の事例
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生活の文脈の中で,祖父母や両親の行為を見たり話

を聞いたりすることは,単なる知識の獲得ではなく,

どのような状況の時にどのように対処していくかとい

う手本を目の当たりにすることである。生きる力を育

むためには,生きる力を持った人間つまり人生の先輩

である大人の知恵に学ぶことは,有効な手段であると

いえる。また,資料から得た情報も,文字の上の理解

に留まらず,自分の生活場面に当てはめ現実と重ね合

わせて理解していくことで,生きて働く力となりうる

と考える。

今後は,伝統行事に関わることだけでなく,日常繰

り返される家庭の仕事においてもさまざまな知恵や工

夫がなされていることに気付かせ,家族の触れ合いの

中で生活文化が伝承されていくことを大切に扱いたい。

4.中学校1年生の授業「家庭の仕事にチャレンジ」

中学校の技術・家庭は,新学習指導要領からは[技

術分野]と[家庭分野]に分けられ,後者ではA生活

の自立と衣食住とB家族と家庭生活とで構成されるこ

とになった。そして,時間数が大幅に減少されること

になった。そのため,基礎的・基本的な知識・技術を

身に付けさせるためには,学校における学習と家庭や

社会における実践との結びつきを図る必要がある。そ

して,自ら課題を見出して,探求していく課題学習が

有効であると考えられる。

しかしながら,受験戦争といわれる体験をしてきた

生徒たちは,必ずしも家庭の仕事に参加していないよ

うに見受けられる。そこで,夏休みの課題として,

「家庭の仕事にチャレンジ」というテーマを提示した。

実践後の生徒自身の実施状況や保護者の子どもへの

関わり方および感想について調査した。回答者数は,

男子28人(保護者23人そのうち2人が祖母で他は母

親),女子30人(保護者24人全員母親)である。

以下,生徒と保護者について, 1)家庭の仕事-の

意識, 2)家庭の仕事への関わり方, 3) 「家庭の仕

事にチャレンジ」した感想,の調査結果について考察

をする。

1)家庭の仕事への意識

家庭内の仕事については,生徒及び保護者(多くは

母親)共に「家族が分担協力するのがよい」という意

識が圧倒的である(表1)。そして, 「自分以外の人

(特定の人や大人,また男子では女子)がすればよい」

といった意識のものが生徒では約20-30%みられる。

中学生になって,自我が発達するにつれて,自己中心

的な傾向に向かうようである。男子の場合に, 「女子

がやればいい」という性役割分業観を根強く維持して

いる者もいる。

表1　家庭の仕事についての意識

調査 項 Ej 丞昼型仕草 蛙

ア, 家族 の中で特 定の人が主 にやれば よい

ィ, 大人がや れば よい ウ, 女子 がやれば よい

エ, 男子がや れば よい オ, 家族 で分担 す るのが よい

カ, その他

(人)

家庭 内の仕事 (中学 1 年生)

諜 + . ,e- 保 護 者

男子 女子
男子 の

保護者

? J -

保 護者

ア 3 3 2 0

イ 1 3 0 0

ウ 4 0 0 0

_t 0 0 0 0

オ 1 9 2 2 2 2 2 4

-J. i * 蝣"># 1 ** 0

くカの考え 〉

* 暇 な人, *仕事 を しない人, *で きる人がす る

**無答

現代の家庭生活では,家事は電化されて簡便になり,

生活必需品は商品化されてスーパーマーケットに溢れ

ており,家庭の仕事が生徒に見えなくなってきている。

2)家庭の仕事への関わり

家庭の仕事が多種多様あるが,生徒はどのように家

庭の仕事に関わっているのであろうか(表2)。自分

の役割(分担)としての仕事を行っているものが男女

とも約20%あり,決まった役割ではないが気づいたら

進んでしたり,頼まれると気持ちよく手伝っているも

のが男子で約50%,女子で約75%強いる。

しかし, 「頼まれても面倒がる工「気が向かないと

しない」が約30%-40%いるが, 「全くしない」はい

なかった。

保護者は,子どもの家事への関わり方をどう受け止

めているのかを見てみると, 「毎日の役割分担がある」

(男子の保護者で40%,女子の保護者で約20%), 「気

付いたらする工「頼めば気持ちよくする」 (約50%,

62.5%)と受け止めていて,生徒の回答との差が見ら

れ,評価が甘い傾向がみられる。すなわち,親が子ど

もに対して,家庭の仕事をすることを期待していない

傾向がみられるといえよう。

3) 「家庭の仕事にチャレンジ」した感想

夏休み,家庭の仕事にチャレンジすることを課題学

習とした。その場合,親からアドバイスを受けながら

チャレンジしたことが,生徒自らのプラスとなり,そ

の後の生活に生かされているか,あるいは,その場限

りに終わったり,アドバイスを迷惑に捉え,後の生活
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表2　家庭の仕事への関わり方

調査項目　　生徒　[家庭の仕事への関わり方]

保護者[子どもの仕事への関与]

ア,毎日決められた仕事(役割)がある

ィ,決められた仕事はないが,気付いたことはする

ウ,頼まれる(頼む)と気持ちよくする

エ,頼まれても(頼んでも)面倒に思う
オ,頼まれても(頼んでも)気が向かないとしない

カ,全くしない　　　　　　　　　　　　　　(人)

音 ヾ 生 徒 保 護 者

男子 女子
男子の

保護者

七i1-̂

保護者

ア 6 6 10 5

イ 10 12 4 0

ウ 4 ll 8 15

エ 7 8 6 6

オ 4 1 1 0

カ 0 0 0 0

決められた(役割)仕事

*食事に関すること(配ぜん等食事の準備,皿洗い等後
片づけ)

*掃除(風呂・部屋掃除)
*洗たくに関して(洗たくものの取り入れ,たたむ)

*その他(布団の出し入れ,ペットの世話,水やり・草

取り,言いつけの買い物)

自分からしていること

*食事に関すること(料理作り,食事の準備,後片づけ)

*掃除(風呂・部屋・玄関掃除,雑巾かけ)

*洗たくに関して(取り入れ)

*その他(風呂焚き,ペットの世話,ゴミ出し,草取り
・水やり,依頼された買い物等)

頼まれる(頼む)こと

*食事に関すること(料理の手伝い,食事の準備,後片

づけ,ご飯炊き)

*掃除(風呂・部屋・庭・玄関・廊下・階段,雑巾かけ)

*洗たくに関して(洗たくものの取り入れ,たたむ,千
す,簡単な洗たく)

*その他(いろいろ雑多,ペットの世話,布団敷き,草

取り・水やり,言いつけの買い物,ゴミ出し,アイロ

ンかけ等)

気が向かないとき

*疲れているとき

*他にすることがある・やりたいことをしているとき

*依頼する人が怒る・命令するとき,雨降りのとき

に生かしていないかについての調査結果を表3に示す。

生徒の大半は, 「プラスになり,後oj生活に生かして

いる」と回答している。 「プラスとマイナスの両面あっ

た」と回答したものは,男女合わせて約30%ある。

「生かしていない」,あるいは「迷惑である」と捉え

ているものが若干名(約15%,いずれも男子)いた。

そして,マイナスや迷惑と受け止めた理由は, 「疲れ

た」, 「自由時間が減る」, 「面倒」といったもので,ア

ドバイスの内容に関わったものではない。わずかでは

表3　家庭の仕事にチャレンジして

調査項目　生徒　[家庭の仕事-チャレンジして]

保護者[アドバイスに対する子どもの受け止め]

チャレンジやアドバイスは

ア,プラスとなった。

(後の生活に生かして

いる)

ィ,マイナスであった。

(後の生活に生かされ

ていない)

ウ,プラスでもマイナ

スでもない

エ,その他

(生徒の意見)

プラスになったこと

韻 生 徒 保 護 者

男子 女子
男子の
保護者

女子の

保護者

ア 20 28 10 15
イ 4 0 2 0
ウ 5 3 10 1

エ 0 0 0 0

*家庭の仕事のやり方がわかった。 (手洗いの仕方,ふき

掃除の仕方など　14
*できなかったことができるようになった。 (アイロン

かけ,晩御飯作り,洗たく,冷蔵庫の収納法など(10)

*一人暮らし(自立したとき)に役立つ。 (10)

*効率よく(手際よく)すすめるようになった。 (3)

*物事をよく見られるようになった。 (2)

*家の人の苦労がわかった。 (2)

*得た知恵が他のいろいろなことに生かせた。

*お母さんの負担を軽くできた。

マイナスに感じたこと

*自由の時間が減る。 (4), *疲れる。 (2), *面倒であ

る。 (2)

*後の生活に生かすようなことではない。 (2)

*別に今からやらなくてもよい

(保護者の意見)

生かされている内容

*料理のしかた,食後の片づけ法,材料の切り方,料理の

手伝いなど。 *洗たくの仕方。 *ゴミの分別。
*自立心が養われている。　*素直にやろうとしている。

*自分ででくるという自信がついた。

*安全・簡単・きれいにできる方法は生かしている。

生かされていないこと

*そのときはわかっていても続けられていない。

*決まったことの他は,簡単な事でも積極的にしないO

*何か使った後の片づけ。

*見ていないときちんとしない。

あるが「後の生活に生かすようなことではない(男

千)」とか, 「別に今からやらなくてもよい(女子)」

と受け止めているものがいる。

保護者の立場から見ると, 「アドバイスを生かして

いない」,あるいは「継続していない」, 「積極的にし

ない」などの受け止めが多い。これも先に述べたよう

に,期待レベルと評価尺度の違いからであろう。
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5.中学校2年生の授業「食事作りにチャレンジ」

中学校2年生では「食事作りにチャレンジ」という

課題学習を夏休みに実践した。それに関連して, 1)

食事作りへの意識, 2)食事作りへの関わり方, 3)

「食事作りにチャレンジ」の感想についての調査結果

についてみる。対象人数は,男子27人(保護者27人母

のみ)女子29人(保護者26人内祖母1人)の回答である。

1)食事作りへの意識

家庭における毎日の食事作りについては,表4にみ

られるように,生徒も保護者も大多数の者が家族で分

担するのがよいと思っている。家族の中で特定の人が

主にすればよいと回答した者は,男子が約45%,女子

で約20%程いた。現状を肯定的に見ているか,理想的

な意見を述べているかの違いであろう。

表4　食事作りについての意識

調査項 目 食事作 りに関す ることは

ア, 家族の中で特定 の人が主 にやれ ば よい

ィ, 大 人がやれ ばよい ウ, 女子が やれば よい

工 , 男 子がやれ ばよい オ, 家族で分担 するのが よい

カ, その他

(人)

家庭 内の仕事 (中学 2 年生)

対

t

項

生 徒 保 護 者

男子 女子
男 子の t; T ,i

L I 保 護者 保 護者

ア 10 s 6 5

イ 0 0 1 0

ウ 2 0 o 0

エ 0 0 1 0

オ 14 2 0 14 16

カ 1* 1* 5 ** 5 **

* 手伝 えばよい

* 分担 もよいがみん なで楽 しく作 るのが よい

**主 に大 人が し、子 ど もや家族が手伝 う

**可能 な者 がす る

**作 りたい人がす る

2)食事作りへの関わり方

中学2年生の食事作りへの関わり方は,表5のとお

りであった。予測通りであるが「毎日役割(分担)と

してやっている」はほとんどいない。 「時々一人ある

いは家族の人と一緒に食事作りをしている」が,男子

約70%,女子で約90%強ある。

一方「ほとんど関与しない」が男子で約30%強,女

子で約10%いた。いずれも女子の方が関わる傾向にあ

ることが明らかである。

保護者では「時々一人で,あるいは家族と食事作り

をしている」 (56%, 80%)と受け止めている。生徒

と保護者に,回答数に差が見られる。これは,親の期

表5　食事作りへの関与

調査項目　生徒　[食事作りへの関わり方]

保護者[子どもの食事作りへの関与]

ア,ほとんど毎日,一人

で食事作りをしてい

る

ィ,ほとんど毎日,家族

の人と食事作りをし

ている

ウ,時々,一人で食事作

りをしている

エ,時々,家族の人と一

緒に食事作りをして

いる

オ,ほとんど関与してい

ない

カ,その他

韻 生 徒 保 護 者

男子 女子
男子の

保護者

七i-v̂

保護者

ア 0 0 1 2

. イ 0 0 1 0

ウ 9 s 5 5

二L 10 19 9 16

オ 9 3 ll 5

カ 0 0 0 ¥*

くカの考え)

*頼んでおくと一人あるいは妹と

一人で食事作りをするとき

ア,主に自分の分だけ
ィ,だいたい家族の分も

作る

求 生 徒 保 護 者

男子 女子 男子の
保護者
女子の
保護者

ア 6 6 . 6 2
イ 5 < V, 9

時々食事作りをするのは

ア,家族の人の在宅時

ィ,家族の人の不在時
韻 生 徒 ft st

'蝣・?+蝣女子
男子の
保護者
女子の
保護者

ア 10 18 10 15
イ 9 s 6 5

関与しないわけ

ア,暇がない

ィ,面倒

ウ,時間がかかる

工,技術が未熟

オ,その他

求 生 徒 保 護 者

男子 女子
男子の

保護者

女子の

保護者

ア 1 1 8 5

イ 7 . 2 6 2

ウ 0 0 1 2

1_ 5 0 3 4

オ 0 1* 3** 3**

くオの考え)　*ほとんど家にいないから

**興味がない

**家族が先へ先へと準備している

得の大きさや実行への評価尺度の違いによるものであ

ろう。さらに,視点を変えれば親が子どもの様子をよ

く見ていない点も考えられる。このことは,今回の課

題設定目標である,親子がコミュニケーションを図る

ことや生活文化の伝授に関わっているので特に注目し

たい点である。

3) 「食事作りにチャレンジ」した感想

夏休みに, 3日間の「食事作りにチャレンジ」する

という課題学習をした。その際,親からアドバイスを
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表6　三日間の食事作りを実践した感想

調査項 目 生徒 [二 日間の食事作 りを実 践 して]

保護者 [ア ドバイスに対する子 どもの受け止め]

ア ドバイスは

ア, 参 考 とな り, 後 の (人)

生 活 に生 かす (坐

か している)

ィ, 迷意 で, 後 の生 活

に生かされない

ウ, 参考 にな った こ と

韻 生 徒 ォ !*

男子 女子
男子の

IW E Ih

七 T .v-i

保護者

ア 2 3 22 13 14

や 迷 惑 な こ と が イ 1 o 0 1

.* >-:蝣-J ウ 2 7 7 tl

エ , その他

くエの考 え〉

*参考 になった よう

エ 0 0 3 * 2 *

やあ るが後 に生か してい ない。

*あま り気 に してい ないO

* あま り作 らない とい うよ り, やる気が ない。

*父 .兄 にはめ られ, 本 人はうれ しそ うであ る0

(生徒 の意見)

E参考 にな り, 今後 に生 か したい内容

える 2* 栄養 につ いて, 栄養 のバ ランス を

* 色 . 材料 の性 質 . 栄養のバ ランス を考 える。 (2 )

* 材料 の切 り方, ご飯 の混ぜ方 . 盛 りつ け方, 麺 のゆで

方, 材料 の加 熱順 等調理法。 (7)

* 彩 り .盛 りつ けをよ くす る。 (3)

* 味付け .家庭 の味 , 本の分量通 りにいかない (3 )

* 手順 良 くす る, 何 か を しなが らその間 に他 の ことをす

る, 時 間 を効率 的 に手 順良 く, 手順良 く整理 し, 後 片

付け しなが らする, 時間 を無駄 に しない。 (9 )

* 衛生面, 料理 は作 るだけでな く台所 を きれい に。 (2)

* 家族の人の好 みを考 える。 * で きるだけ全部

迷惑 に感 じた こと-

* い ちいち少 しの ことで口出 しす る こと, 文 句ばか り言

つて うるさかつた こと。 (4 )

* わかってい るのにこ うやれ と言 われるこ と0

* これか らや ろう と思 っている こ とを うるさ く注意 され

るこ と。

(保護 者の意見)

-参考 に し, 後に生か している こと

* 不足 しが ちな野菜 をどんな料理 に もふ んだん に使 う。

料理 を作 る とき必 ず野菜 を加 えるよ うにな った。

* 好 きで なか った野 菜 も栄養 を考 えて食べ る ようにな つ

た, せ っか く作 った食事 なので残 さず食べ てい る0

* 料理の レパ ー トリーが増えている0 * 味付 け (薄味) 0

* 材料 の切 り方, 米の研 ぎ方, ジ ャガ イモの扱い。調 味

科 を入れ るタイ ミング。料理 にあった切 り方0

* 作 りなが ら後片づ けを してい る0

* 包丁の使い方 を時 々練 習 してい る。

* 1 人でい るときは自分で作 って食べ ている。

-迷惑 に感 じてい るこ と-

* うる さ く何度 も注意 した こと, 盛 りつ け等細か く言 つ

たか ら。

* 手伝 い を強 要 され るこ と, しょっち ゅう頼 まれ る とい

やだ なあ と思ってい る。

* 一度 にい ろいろア ドバ イス したので対応 で きず に うる

さが られた。

* 味付 けは もつ と好 みで してみ たい ようであ る。

* 時間が かかるこ と。

* 料理 は もつ と大 き くなつて か ら習 えば よい と考 えて い

る0

表7　技法や意味の伝授に関しての考え

調査 項 目 ア, 受 け継 いでい きたい (い って欲 しい)

ィ , 受 け継 ぐほ どの ことはない (受け継 ぐほ ど

のこ とはな く, 自分 な りにやればよい)

ウ , その他

中学 1 年生

韻 生 徒 保 護 者

男子 女子
男子 の

保護者

女子の

保護者

ア. 19 人 2 7 人 16 人 14 人

イ 7 1 6 7

ウ 1 * 1* 3 * * 3 **

〈ウの考 え 〉

* アとイの中間

**親 の方 法はベス トでは ないので参考 に しなが ら, 自分

な りの工夫 を して欲 しい。

**受 け継 いで欲 しい もの もあるが, 自分 な りに工夫 して

欲 しい0

**本人 が気付 くこ とが大切で , 疑 由 を持 った とき一緒 に

考 えたい。

**あ ま りかた く考えてい ないO

**一人暮 らし, 共 同生活 をす る とき, 困 らない程度 の知

識 は身につ けて欲 しい

中学 2 年生

ア 2 4 人 14 人 14 人 19 人

イ 3 7 6 4

ウ 0 3* う軸 4* *

くウの考 え 〉

*無答

**基本 は覚えるべ きだが, 味付 け . 盛 りつ けは 自分で考

えれ ばよい0

**受 け継 がせ たい ほどの もの はないが, これか らも積極

的 に作 って欲 しい0

** 目や舌で 自然 に覚えて くれ ればよい。

** 自分 は本 を見 なが ら料 理 を覚 えたので子 ど ももそ う し

て欲 しい0 また, 食文化 は家庭 の中で 自然 に伝 わ って

い く

**や る気 であ れば どしどしア ドバ イス したい。

" で きるこ とか ら少 しづつ やれば よい。

** 自炊す る とき, 体 のこ とを考 え作 れ る人 間であ って く

れれ ばよい。

受けながらチャレンジしたことが,生徒自らのプラス

となり,その後の生活に生かされているか,あるいは,

その場限りに終わったり,アドバイスを迷惑に捉え,

後の生活に生かしていないかについての調査結果を表

6に示す。大半は, 「プラスになり,後の生活に生か

している」と回答している。 「プラスとマイナスの両

面あった」と回答したものは,男女合わせて約30%あ

る。 「生かしていない」,あるいは「迷惑である」と捉

えているものが若干名(約4%　いずれも男子)いた。

そして,マイナスや迷惑と受け止めた理由は, 「疲れ

た」, 「自由時間が減る」, 「面倒」といったもので,ア
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表8　生活の知恵及び自分(子ども)に力をつける手だて

1)中学1年生

(生徒の考え)

生活の知恵とは

*家庭の仕事が効率的にすすめられるもの。家事を楽にす

るもの。生活をしていく中で仕事を少しでも効率よくし

たり,やりやすくすること。仕事をするときにうまく素

早くやれること。

*生きて行くに当たって必要最低限のこと。自分で生きて

いくときに必要なもの。

*誰が考えたかわからないが,自分の力になりやすいもの。

*生活をよりよくするためのコツみたいなもの。快適な生
活を営むための工夫。気持ちよく生活するために必要な

こと。将来自分の家族に気持ちよく生活してもらうため

にプラスとなること。

*その家その家に受け継がれてきた生活の工夫。

*やらなければならないことの中での工夫。

自分の力となるには

*何回も実践する。 (16), *日頃から手伝いをする。 (8)
*自分から進んでやる。 ), *家族の人と一緒にやって

みる。 (2)

*教えてもらちてやる。 (82), *いろいろな仕事でまねを
していく。

*意欲を持ってする。 *続けていくことで自分の力となる。

(その他)

・生活の知恵とかは,ある程度大きくなってから学べばい

いもの。

・どうでもいい。

(保護者の考え)

生活の知恵とは

*頭の中だけでは気付かないことが生活する中でいろいろ

気付く便利さ・節約方法等。時間や費用面で節約をする

こと。生活していくうえで,能率よくできる・節約でき

る方。資源とゴミの分別,節約方法,要領よく仕事がで

きる方法。家族が気持ちよく暮らせるためのもの(節約°

節電・節水等)。

*折に触れ,話し合い共に体験する。
*家族で見て,気付いたり感じたことを話し合い,考える
ことで自然と子どもの力となる。いろんな工夫をして考
え,家族で話し合っていくと大きく成長する。
*子どもがいろいろ体験実践すること。生活体験をし,自
分で工夫したり,、考える。いろんな事を自分なりに考え
て,いろんなやり方をして臨機応変にしていく。失敗や
感動を糧にして工夫していく。マニュアルを読むだけで
なく,自分で行う中で疑問を感じ,それに答えが得られ
た時よく吸収される。
*家族が共同生活をしているということで,何か役立つこ
とを決め,継続していくことが大切。
*先輩からの言い伝えや,見よう見まねで自然に身に付く
が,受け入れようとする気持ちが必要。
*親から言うのではなく,自分たちで考えて行動する。

2)中学2年生
(生徒の考え)
生活の知恵とは
*昔から受け継いできたもの。祖母が知っている自分で考
えた知恵(研究した)。
*生活していくうえでの知恵。家事でのちょっとした技。

*合理的に手早く物事を進める方法。生活を効率よくして
いく方法。
*少しでも材料などを大切にし,無駄使いをしないこと。
無駄をさける工夫。資源を無駄にしない工夫。
*最低限生きていくために必要なもの。
自分の力となるには

*家事を進んでして,親から学ぶ。

*家族と一緒に行うことで自分の力となるO

*実践してみること。毎E]やっていくとだんだん自分の力
と--L V。

*手伝いをすること。手伝ったり見たりして学ぶ。

*教えてもらって努力する。　*素直に受け止めていく。

(保護者の考え)

*親や祖父母から見聞きした,生活の中でなるほどと役に　生活の知恵とは
立つこととか,自分や他人のた捌こなることO家族が生
活をしていくうえでいかに暮らしやすくしていくかの工
夫。生活していく上で物事スムースに行うことができる
アイディアである。人からいろいろ聞いたり,自分で考
えたりして少しでも合理化できること。昔から引き継が
れてきたものと,それぞれの生活形態の中でより快適な
生活を営むために工夫されていくものとがある。日常生
活の中で効率よく物事ができる方法。生活していくうえ
での工夫。どういったことに気をつければ後の作業が楽
になるかの工夫,逆に予防処理のためにはどうすればよ
いか逆読みする力も生活の知恵である。家事を合理的に
するために培われてきた方法。
*人が生きていくために行う衣・食・住に伴う処理能力や
管理能力。
*祖父母や父母から受け継いだもの。
子どもに力をつけるには

*その都度ごとに根気よく教える,伝える。自分で知って

いることを子どもに伝えていきたい。アドバイスしてい

く。親から受けたなるほどと思うことを伝えていく。

*子どもと一緒に行動することで伝えられる。

*家族が健康で快適に暮らすための工夫。

*日々の暮らしを健康的で,安全にしかも無駄を省き,お

金のかからない方法で暮らすための知恵。

*困ったな-と言う状況に出くわすときに,いろいろな角
度から捉えるよう工夫すること。　　*生きていく力

子どもに力をつけるには

*親が手抜きをせずに,手本を示すこと,子どもは親の背

中を見て育つ。親が実践している姿を見せ,折に触れそ
の意味を伝えていく。親がしていることを自然に見て受

け継いで欲しい。

*子どもと一緒に家事をしながら,話し合うO家族と一緒

に家事をする中で身に付く0　-緒にしてみる。親がリサ
イクルで作ったものを見せ,意見を聞いたり使わせてみる。

*自分でとにかくいろいろ経験して行くことが大切。何事

もさせてみる。子どもの実践体験で得られる。いろいろ

やってみて,自分にあったやり方を発見していく。何度

かやっているうちに失敗しながら学び,それを次に生か

していく。知っているだけではだめで,生かされていく

ことが大切,見る・聞く・実践することによって身に付く。
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ドバイスの内容に関わったものではない。

2年生では,ほぼ全員が「参考となり,後の生活に

生かしたい」と受け止めている。中には, 「うるさい」,

「いちいち少しのことで口出しすること」等,迷惑と

捉えていることもあるが,やはり内容ではなくアドバ

イスの仕方に関することである。

2年生の保護者では,アドバイスの内容に対しては

生徒の回答と同じく,参考として後の生活に生かして

いると受け止めている。子どもが迷惑と感じている点

は,子どもに強要したり,うるさく注意したことや子

どもが時間がかかりすぎることである,と受け止めて

いi>,I

6.中学生の課題学習の効果

中学1年生の「家庭の仕事へのチャレンジ」と中学

2年生の「食事作りへのチャレンジ」の課題学習によっ

て,生徒と保護者との間にコミュニケーションが生ま

れている。そして,両者とも家事や料理の生活文化の

一端について,それらを伝承することの意義や方法に

ついて考えたことであろう。それらについて, 1)撹

法や意味の伝授に関する考え,および2)生活の知恵

及び自分(子ども)に力をつける手だてについて,坐

徒自身と保護者がどのように考えているかについて調

査を行った。

1)技法や意味の伝授に関する考え

課題学習をすることによって,親子のコミュニケー

ションを図り,アドバイスを通しての技法や意味の伝

授に関しては,表7に示す結果を得た。 1年生では,

男子の25%を除いてはほとんどが受け継ぎたいと思っ

ている。保護者は,約60%前後が受け継いで欲しいの

で今後もアドバイスしたいと思い,残りは表中に示す

ように, 「親のやり方がベストではない」, 「本人が気

付く事が大切で疑問を感じたとき一緒に考えたい」,

「自分なりに工夫して欲・しい」と思っている。 2年生

では,アドバイスが参考になったためか,男女とも約

90%のものが「受け継ぎたい」と思っている。保護者

は,男子で約56%　女子約70%強が受け継いで欲しい

と願っている。残りは,表中に示すように,ほぼ1年

生と同様の考えである。

2)生活の知恵及び自分(子ども)に力をつける手だて

最後に, 「生活の知恵はどのようにすれば自分(千

ども)の身につき,力となるか」という質問に対して,

表8のような結果を得た。

生徒は, 「とにかくやって見る」, 「実践を通して学

ぶ」と考え,保護者も,子どもの実践に期待をしてい

る。その実践には,手本を示したり,コミュニケーショ

ンを図りながら一緒に考え,実践していくことである

している。

以上の実践報告のように,家庭での課題学習は,坐

徒の技術の向上につながると共に,親子のコミュニケー

ションを深め,親からその家庭のやり方・工夫等の知

恵や意味を受け継ぐことの大切さや今後そうした機会

を増やしていこうとする意識や実行のきっかけとなっ

ていることが推測された。今後は,こうした親子のコ

ミュニケーションが深められる機会を持つ一助として,

また,家庭科教育の意義への理解を求めて,生徒たち

の学校での学習から家庭生活や地域生活での課題学習

につなげていくことが肝要である。また,生徒が行う

課題学習について,各家庭での聞き取り学習の課題や

実習作品に対して,保護者の感想・コメントを受ける

課題を漸次増加することも意義があると考える。

7.おわりに

現代社会では,家庭生活を中心とした生活文化の伝

承は意識化されていない傾向がある。児童生徒には,

家庭の仕事自体が,自分には無関係なことがらである

ように受け止めている。生活資源が商品化され,労力

が電化されて,家庭の仕事の意味が見えなくなってい

る。従って,家族が力を合わせて共同作業をする機会

も少なく,コミュニケーションも希薄になり,生活文

化の伝承はほとんどなされていない状況にある。

ところが,小学生においても,学習課題の出し方や

指導の方法によっては,家族の協力が得られ,伝統的

な生活を掘り起こし,生活文化を発見している。特に,

伝統的な行事には,生活文化の典型的な様式がみられ

る。小学校の授業実践では,お正月という機会を捉え

て,日本の生活文化を掘り下げて,自ら体験すること

によって確かめ,それを発表することによって,仲間

と共有している。新聞の事例にみられるように,具体

的なものやその技法に関わる知恵などから,先人の工

夫や創意を受け継いでいる。

中学生ともなると,家庭の仕事を家族で共同して遂

行することの必要生は理解していても,日常的な生活

ではあまり手応えを感じていない。しかしながら,≡

日間の食事作りの課題学習において,料理の一つ-つ

に技術や知恵があることに気づくことができた。真剣

に取り組めば取り組むほど,奥の深いことを実感でき

ているようである。

家庭科で求められる生きる力は,現実の生活世界に

おいて,環境の事実を認識し,判断して,適切な実践

的行為を遂行できることである。学校で学習する教育

内容は,体系化された知識であるけれども,児童生徒

の家庭生活において,その知識を適切に活用すること

こそが,本来の生きる力となるであろう。
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